神戸学院大学ボランティア活動支援室からのお願い

「ボランティア活動の注意点」
	　活動をするにあたって、万一の事故に備えるためのボランティア保険の加入、援助を求める当事者との関係の持ち方や個人情報の守秘義務、活動中のハラスメント対策など、しっかり理解したうえで活動に参加してください。 


◎万一のリスクに備えて

万一の事故に備えて安心して活動できるように活動場所の点検や緊急時の対応を考えておきましょう。ボランティア保険には必ず加入しておきましょう。野外活動、災害の被災地など危険度の高いエリアで活動する場合は、その活動中の事故が担保される保険かどうかよく確認しましょう。また、連絡先を家族などに伝えておくことも重要な情報伝達手段の確保策です。基本的な装備を備えて入ることができるか、体力が持ちそうかどうかなど自己責任を全うできるかどうかもよく考えてください。

　ボランティア保険の案内（加入方法等）は、ボランティア活動支援室に備え付けてあります。不明な点は支援室までお尋ねください。

◎約束や秘密は守って

活動が楽しく感じられるのは相手との信頼関係があるからです。信頼は約束や秘密を守ることによって得られていきます。ボランティア活動は双方向の活動です。こちらの一方的な都合を押し付けたり、約束（無断で休む、遅刻をする）や秘密を破るようなことは慎みましょう。関連して、活動に必要のないこと、関係のないことを立ち入って聞くことも慎みましょう。逆にこちら側が尋ねられた際も気安く教えるようなことも慎みましょう（電話番号や住所など）。秘密を知るということはそれだけリスクを負うということにつながるからです。

◎勉学と活動の両立を心がける

学生として、勉学との両立をしっかり考えて活動を行ってください。要援助者、活動先の期待に応えたいという一心でついつい無理をしてしまい大学生活のバランスを崩してしまう可能性もあります。自分にできること、できないことははっきりさせておく必要があります。安請け合いは禁物です。元来、ボランティアは自発的な活動ですから、できないこと、したくないことは断る姿勢も大切です。

◎その他、支援室からのお願い

　その他、活動のリスクマネジメントの観点から以下のことをお願いします。特に事故の予防及びやむなく事故にあった時の迅速かつ適切な対応が求められます。ご理解ください。

（１）宿泊を伴う活動、危険性の高い場所での活動等は支援室へ事前に申し出てください。

（２）活動中のハラスメント防止策については、大学ホームページTOPの「ハラスメント防止に関する取り組み」に目を通しておいてください。

（３）その他、活動参加で気になることは、気軽に支援室まで相談してください。

●KACボランティア活動支援室または学生支援グループ（3号館1階、078-974-1551代表）

開室日・時間　月～金曜日　9：30～17：00（祝日は閉室。休憩11：30～12：30）

●KPCボランティア活動支援室または学生支援グループ（A号館1階、078-974-1551代表）
開室日・時間　月～金曜日　10：30～16：30（祝日は閉室。休憩11：30～12：30）

※ただし、夏期休業など長期休業期間は閉室の場合があります。相談等は早めに行なってください。
